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テキスト

■LEC専任講師陣が総力を挙げて作成
■国家公務員新試験制度に対応

■読むだけでLECの講義を疑似体験
■全国の市役所採用試験対策にも最適
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●見やすい2色刷りと豊富な図表が理解を助ける！
●ポイントを押さえた解説で、重要項目が一目瞭然！
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は　し　が　き

公務員はどのような仕事をしているの？
　皆さんは公務員にどのようなイメージを抱かれていますか？普段私たちが目
にする公務員といえば、役所の受付や警察官・消防官などです。もちろんこの
ような仕事も公務員の重要な職務の一つです。
　実際は、公務員はもっと幅広い業務を行っています。たとえば、国家公務員
は経済・外交・福祉など国家の基本政策の企画立案に参画し、決定した政策を
遂行します。地方公務員は、地域の特性に合わせて独自の政策を展開しており、
今後、地方分権の推進により地方独自の企画立案をする機会が増加することが
予想されます。
　このように公務員の職務は多岐に渡り、今後も職域が広がることが予想され
ます。

公務員になろう
　これからの公務員に求められるのは、幅広い領域の企画立案ができるような
優秀な人材です。そのため、公務員試験は教養試験も専門試験も非常に多岐に
渡っています。全ての出題範囲を網羅的に学習するのは長い時間がかかります。
短期間で公務員試験に合格するためには、試験に出題される範囲を効率的に学
習する必要があるのです。

　本書は、国家公務員一般職試験、地方公務員試験（大卒レベル）レベルの公
務員試験の重要分野をわかりやすく解説したテキストです。初めて勉強される
方でも理解しやすいよう全体像が描けるような構成になっています。また、学
習が進んだ後、応用分野を中心に知識の確認をすることも可能です。

　本書を利用された皆さんが、最終合格を勝ち取られることを心より祈念いた
します。

2012 年 2 月吉日
株式会社　東京リーガルマインド
ＬＥＣ総合研究所　公務員試験部



本書の効果的活用法
プロローグ

過去の出題例

本　文

編全体に対する導入コメントで
す。これから勉強する範囲の全体
像がつかめます。

各項目について具体的なイメージを
つかむことができます。

本試験過去問をもとに，分野ごとの
出題傾向をわかりやすく，グラフに
しました。勉強をする際の目安にし
てください。

図　表
図表を見やすくして，わかりやすく
まとめました。

公　式

演習問題

本文中でしっかりマスターしてほ
しいポイントをまとめました。

今まで学習してきた成果を試す問
題です。本書の学習内容に即した
問題ばかりですのでチャレンジし
てみてください。

解答・解説
演習問題の解答・解説になりま
す。もし間違えた問題があれば，
どこを間違えたのか，しっかり確
認して復習しておいてください。

公　式

ここでは，まずミクロ経済学の基礎について説明します。
ミクロ経済学は，消費者と企業の間で，商品の取引が

どのように行われるかを考える学問です。
そこで第 1章では消費者の行動と企業の行動を，図を用

いて説明し，商品の取引がどのように行われるかを説明し
ます。また，第 2章では消費者と企業の間で，商品の取引
が行われるための条件をみていきます。

効用 
無差別曲線 

最適消費（効用の最大化） 
効用最大化の計算 

財の種類と特殊な無差別曲線 

過去の 
出題例 

消費者と生産者が財の取引をする場を市場といいます。この市場に
は完全競争市場と不完全競争市場の 2種類が存在します。
完全競争市場とは消費者や生産者が多数存在する市場です。消費者
や生産者が多数存在する場合には，市場において多数の消費者や生産
者の間で完全な競争が生じると考えます。
たとえば，同じ商品を販売している企業が多数存在すれば，これら
の企業の間で値下げ競争が行われると考えられます。また，特定の商
品を購入したいと考えている消費者が多数存在すれば，これらの消費
者の間でオークションのような，購入するための競争が生じると考え
られます。
これに対して不完全競争市場とは，消費者や生産者が少数しか存在
しない市場です。消費者や生産者が少数しか存在しないため，消費者
や生産者間での競争は不完全にしか行われないと考えられます。

1 市場の種類

・予算線　
（Ｍ：所得，ＰX：Ｘ財の価格，ＰY：Ｙ財の価格，Ｘ：Ｘ財の購
入量，Ｙ：Ｙ財の購入量）

・予算線の傾きの絶対値＝財の価格比

・効用最大化条件

・ＭＲＳ＝ 2 財の限界効用ＭＵの比

・加重限界効用均等法則

）ＭＵX

ＭＵY（

）ＰX

ＰY（

Ｍ＝ＰXＸ＋ＰYＹ
公式

無差別曲線の接線の傾きの絶対値
＝予算線の傾きの絶対値

ＭＲＳ＝ ）ＰX

ＰY（

＝ ）ＭＵY

ＰY（）ＭＵX

ＰX（

空欄に適切な用語を入れなさい。
は効用を一定に維持するとき，財の価格の変化により，財の消費量がどう変化す

るかを示す。
価格の変化による消費の変化から代替効果を取り除いたものが で，これは価格の

下落による実質所得の上昇によるものである。
Ｘ財が である場合には，Ｘ財の価格が下落したとき，代替効果と所得効果がとも

にＸ財の消費を増加させる方向に働くため，全体としてＸ財の消費は増加する。
Ｘ財が である場合には，Ｘ財の価格が下落したとき，代替効果はＸ財の消費を増

加させる方向に働き，所得効果はＸ財の消費を減少させる方向に働くため，全体としてＸ
財の消費が増加するか減少するかは代替効果と所得効果の大小関係による。
Ｘ財が で，所得効果が代替効果より大きい場合には，Ｘ財の価格が下落するとＸ

財の消費量は減少するが，これはＸ財が のケースである。E
D

D

C

B

A

Ａ…完全競争市場，Ｂ…不完全競争市場，Ｃ…市場均衡点
市場均衡点は，需要曲線と供給曲線の交点であることを理解しておきましょう。

消費者 生産者 

お金 

商品 

商品の取引 
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第　　編

第１章

第２章

市場の均衡

市場均衡の安定性

ミクロ経済学の基礎

1
　ここでは，まずミクロ経済学の基礎について説明します。
　ミクロ経済学は，消費者と企業の間で，商品の取引が
どのように行われるかを考える学問です。
　そこで第1章では消費者の行動と企業の行動を，図を
用いて説明し，商品の取引がどのように行われるかを説明
します。また，第2章では消費者と企業の間で，商品の
取引が行われるための条件をみていきます。



過去の
出題例

消費者と生産者
完全競争と市場均衡

第　　章1
市場の均衡

ここでは，市場の均衡について説明しま
す。市場とは，商品が取引される場のことで

す。そして，均衡とは商品の取引が行われることを
示しています。すなわち，市場の均衡とは市場で商
品が取引されるということです。
　この市場の均衡を説明するために，まず，1では
消費者の行動と企業の行動を図を用いて説明します。
そして，2では商品の取引がどのように行われるか
を説明します。



4

第 1 編　ミクロ経済学の基礎

第
1
章

市
場
の
均
衡

A

１ 消費者と生産者

ミクロ経済学は，市場において，消費者と生産者の間で財の取引が

どのように行われるかを考える学問です。ここで，財とは商品のこと

をいいます。そして，商品を購入する人を消費者といい，商品を販売
する人（すなわち企業）を生産者といいます。また消費者と生産者が
商品の取引をする場を，市場といいます。

そして，ミクロ経済学ではこの市場における消費者と生産者間の財

の取引を主に図を用いて説明します。図では，消費者の財の購入行動

を，右下がりの需要曲線とよばれる線で表します。また，生産者の財
の販売行動を，右上がりの供給曲線とよばれる線で表します。
以下では，消費者の需要曲線と生産者の供給曲線について説明し，

消費者と生産者の間で財の取引がどのように行われるか，図を用いて

説明していきます。

まず，消費者（買い手）の行動は図のような右下がりの線で示され

ます。この消費者の行動を表す線を需要曲線といい，記号Ｄで表しま

す。

1 ミクロ経済学の内容

消費者 生産者

お金

商品

商品の取引

2 消費者行動と需要曲線
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なお，消費者が財を購入することを需要といいます。また，財の価
格を記号Ｐで表します。図は縦軸に財の価格Ｐを示し，横軸に消費者

の財の購入量Ｄを示しています。この右下がりの需要曲線Ｄは，財の

価格Ｐが下落すると，消費者の財の購入量Ｄが増加することを示して

います。

消費者は，自分が欲しい商品の価格が低いほど，その財を多く購入

したいと思うはずです。たとえば，財の価格Ｐが60円である場合は，

少し高いので需要曲線Ｄ上に沿って財の購入量Ｄを5個にしたとしま

す。しかし，財の価格Ｐが40円に下落すると，安くなったので需要曲

線Ｄ上に沿って財の購入量Ｄを10個に増やすだろうと考えるのです。

さらに安くなれば，もっと財の購入量Ｄを増やすでしょう。

このように，消費者は財の価格Ｐが下落すると需要Ｄを増やすと考

えられるので，消費者の行動は右下がりの需要曲線Ｄで説明できるの

です。

なお，この需要曲線Ｄは，たとえば，

　需要曲線　Ｐ＝80−4Ｄ　……①

と，式で表すことができます。すなわち，財価格Ｐ＝60円をこの式に

代入すると財の需要Ｄ＝5個となり，また財価格Ｐ＝40円をこの式に

代入すると財の需要Ｄ＝10個となります。

Ｐ
〈需要曲線〉

Ｄ

Ｏ

20円

5 個 10個 15個

40円

60円

Ｄ

財の価格Pの下落　➡　消費者の財の購入量Ｄの増加
　　　　　　　　　　　（需要曲線Ｄは右下がり）
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つぎに，生産者の行動は図のような右上がりの線で示されます。こ

の生産者の行動を示す線を供給曲線といい，記号Ｓで表します。

なお，生産者が財を生産して販売することを供給といい，記号Ｓで
表します。図は縦軸に財の価格Ｐを示し，横軸に財の販売量Ｓを示し

ています。右上がりの供給曲線Ｓは，財の価格Ｐが上昇すると，生産

者の財の販売量Ｓが増加することを示しています。

生産者（企業）は，自分が販売する商品の価格が高いほど，その商

品を多く販売したいと思うはずです。たとえば，財の価格Ｐが20円で

ある場合は，少し安いので供給曲線Ｓ上に沿って商品の販売量Ｓを5

個にしたとします。しかし，財の価格Ｐが40円に上昇すると，高く売

れるので供給曲線Ｓ上に沿って財の販売量Ｓを10個に増やすだろうと

考えるのです。

このように，生産者は財の価格Ｐが上昇すると財の販売量Ｓを増や

すと考えられるので，生産者の行動は右上がりの供給曲線Ｓで説明で

きるのです。

　　需要曲線　Ｐ＝80−4Ｄ
　　　　Ｐ＝60円 ➡ Ｄ＝5個
　　　　Ｐ＝40円 ➡ Ｄ＝10個

３ 生産者行動と供給曲線

〈供給曲線〉

Ｓ

Ｏ

20円

5 個 10個 15個

40円

60円

Ｓ

Ｐ
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　供給曲線　Ｐ＝4Ｓ　……②

と，式で表すことができます。すなわち，財価格Ｐ＝20円をこの式に

代入すると財の供給Ｓ＝5個となり，また財価格Ｐ＝40円をこの式に

代入すると財の供給Ｓ＝10個となります。

次の空欄に適切な語句を入れなさい。

経済活動において，財の交換が行われる場は A とよばれる。また，経済活動を行う

人々や組織は経済主体と総称され， B と C に分類される。そして，前者が財を購

入することを Ｄ とよび，後者が財を販売することを Ｅ とよぶ。

Ａ…市場，Ｂ…消費者，Ｃ…生産者，Ｄ…需要，Ｅ…供給
需要と供給は経済学の基礎的概念なので，しっかり理解しておきましょう。

財の価格Ｐの上昇　➡　生産者の財の販売量Ｓの増加
　　　　　　　　　　　（供給曲線Ｓは右上がり）

供給曲線　Ｐ＝4Ｓ
　　Ｐ＝20円 ➡ Ｓ＝5個
　　Ｐ＝40円 ➡ Ｓ＝10個

公式
1　消費者の財の購入行動　➡　右下がりの需要曲線で示す
2　生産者の財の販売行動　➡　右上がりの供給曲線で示す
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消費者と生産者が財の取引をする場を市場といいます。この市場に
は完全競争市場と不完全競争市場の 2種類が存在します。

完全競争市場とは消費者や生産者が多数存在する市場です。消費
者や生産者が多数存在する場合には，市場において多数の消費者や

生産者の間で完全な競争が生じると考えます。

たとえば，同じ商品を販売している企業が多数存在すれば，これら

の企業の間で値下げ競争が行われると考えられます。また，特定の商

品を購入したいと考えている消費者が多数存在すれば，これらの消費

者の間でオークションのような，購入するための競争が生じると考え

られます。

これに対して不完全競争市場とは，消費者や生産者が少数しか存
在しない市場です。消費者や生産者が少数しか存在しないため，消費

者や生産者間での競争は不完全にしか行われないと考えられます。

ここでは，完全競争市場における財の取引＊1について説明します。

図は縦軸に財の価格Ｐをとり，横軸に財の取引量（記号Ｑで示しま

す）をとっています。図には，消費者の行動を表す右下がりの需要曲

線Ｄと，生産者の行動を表す右上がりの供給曲線Ｓが示されていま

す。

1 市場の種類

2 完全競争市場の均衡

▲ ＊1
本書の第1編から第4
編までは，完全競争市
場について説明してい
きます。不完全競争市
場については，第5編
で説明します。

２
A

完全競争と市場均衡
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完全競争市場では需要曲線Ｄと供給曲線Ｓの交点Ｅにおいて，消

費者と生産者の間で財の取引が行われることになります。

まず，消費者と生産者の間で財の取引が行われるためには，消費者

の財の購入量Ｄと生産者の財の販売量Ｓが等しくなる必要がありま

す。たとえば，消費者が10個の財を買いたいと考え，他方で生産者が

10個の財を販売したいと考えれば，両者の間で10個の財が取引され

ることになります。

図において財の価格Ｐ＝40円では，消費者は需要曲線Ｄ上の点Ｅ

で財を10個だけ購入したいと考え，一方，生産者は供給曲線Ｓ上の点

Ｅで財を10個だけ販売したいと考えています。よって両者の合意によ

り，消費者と生産者の間で財の価格Ｐ＝40円で財がＱ＝10個（消費

者の財の購入量Ｄ＝生産者の財の販売量Ｓ）だけ取引されることにな

ります。

なお，需要曲線Ｄと供給曲線Ｓの交点Ｅを完全競争における市場均
衡点といい，この点において財の価格Ｐと財の取引量Ｑが決定され，
消費者と生産者の間で財の取引が行われます。

〈完全競争市場〉

Ｄ（Ｐ＝80－4Ｄ…①）

Ｓ（Ｐ＝4Ｓ…②）

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｅ

10個

40円

取引の成立

消費者の購入量
10個買いたい

生産者の販売量
10個売りたい
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最後に，市場均衡点Ｅを計算で導出してみましょう。

需要曲線　Ｐ＝80−4Ｄ　……①

供給曲線　Ｐ＝4Ｓ　……②

まず，需要曲線①式と供給曲線②式を連立します。

なお，市場均衡点では消費者の需要（購入）量Ｄと生産者の供給

（販売）量Ｓは等しいため，財の需要Ｄ＝財の供給Ｓ（＝財の取引量

Ｑ）であることに注意しましょう。すると①＝②から，

80−4Ｄ＝4Ｓ（Ｄ＝Ｓ＝Ｑ）

80−4Ｑ＝4Ｑ

80＝8Ｑ

Ｑ＝10個

と，財の取引量Ｑ（需要Ｄおよび供給Ｓ）が10個と求まります。つぎ

に，Ｑ＝10を需要曲線①式に代入すると，

　　Ｐ＝80−4Ｑ

　　　＝80−40＝40円

と，財の価格Ｐが40円と求められます。

完全競争の市場均衡点
消費者の財の購入量Ｄ＝生産者の財の販売量Ｓ
　　　　　　　　　➡
　　（消費者と生産者間で財の取引が成立）

公式
完全競争の市場均衡点
消費者の財の購入量（Ｄ）＝生産者の財の販売量（Ｓ）
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次の空欄に適切な語句を入れ文章を完成させなさい。

1 　市場には Ａ と Ｂ の 2種類が存在する。前者は消費者や生産者が多数存在し
完全な競争が行われている市場のことで，後者は消費者や生産者が少数しか存在しない

ため，競争が不完全にしか行われない市場を指す。

2　消費者の需要量をＤ，生産者の供給量をＳとすると，完全競争市場において財の取

引が行われるのはＤ＝Ｓが成立する点であるが，この点のことを Ｃ とよぶ。

Ａ…完全競争市場，Ｂ…不完全競争市場，Ｃ…市場均衡点
市場均衡点は，需要曲線と供給曲線の交点であることを理解しておきましょう。
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過去の
出題例

市場の安定性（１）
市場の安定性（２）
市場の安定性（３）

第　　章

ここでは，市場均衡の安定性について
説明します。

　第1章において需要曲線と供給曲線の交点で市場
が均衡する，すなわち，財の取引が行われることを
説明しました。しかし，市場において，いかなる場
合であっても財の取引が行われるのでしょうか。実
は，市場には財の取引が行われるような仕組みが存
在します。それを市場均衡の安定性といいます。こ
の市場均衡の安定性には3種類ありますので，これ
らについて個別に説明していきます。

2
市場均衡の安定性
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１

完全競争市場では，財の価格Ｐの調整により，消費者の財の需要

量Ｄと生産者の財の供給量Ｓが一致するところ，すなわち，図の需要

曲線Ｄと供給曲線Ｓの交点Ｅで，財の取引が安定的に行われる仕組み

が存在します。これを市場の価格調整メカニズムといいます。

〈ワルラスの安定性〉

Ｄ

Ｅ

Ｓ

O

20円

5 個 10個 15個

40円

60円

Ｑ

Ｐ

たとえば，図表中の価格Ｐが60円と高すぎる場合には，消費者の財

の需要量Ｄは 5個と少ないのに対し，生産者の財の供給量Ｓが15個と

多いため，10個の売れ残りが生じてしまいます。

この場合には多数の生産者の中で，ある生産者の商品は売れ，他の

生産者の商品は売れ残ることになります。そこで，自分の商品が売れ

残った生産者は財の価格Ｐを下げることにより販売しようとします。

すると，他の生産者もこれに対抗して財の価格Ｐを下げることによ

り，自分の商品の売れ残りを防ごうとします。

すなわち，財の価格Ｐが高くて財の一部に売れ残りが生じる場合に

は，自分の商品の売れ残りを防ぐために生産者が値下げ競争を行うた

め，財の価格Ｐは下落していくのです。

1 市場取引と価格調整（ワルラスの安定性）

2 財の売れ残りと財の価格の下落

市場の安定性（１）
A
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そして，最終的に財の価格Ｐは，売れ残りがなくなる40円の水準ま

で下落していくと考えられます。財の価格Ｐが40円になると，消費者

の財の購入量Ｄは10個であり，また生産者の財の販売量Ｓも10個であ

るため，売れ残りは生じず，よって，これ以上は財の価格Ｐは下落し

ません。

また，図表中の価格Ｐが20円と低すぎる場合には，消費者の財の購

入量Ｄは15個と多いのに対し，生産者の財の販売量Ｓは 5個と少ない

ため，10個の品不足が生じてしまいます。

この場合には，多数の消費者の中で，ある消費者は欲しい商品を購

入できますが，他の消費者は欲しい商品を購入することができなくな

ります。すなわち，商品が売り切れてしまうため購入できないので

す。そこで，商品を購入できない消費者は，多少高くても商品を手に

入れたいと考えるため，商品にプレミアムがついて財の価格Ｐが上昇

していきます。

すなわち，財の価格Ｐが低くて財の一部に品切れが生じる場合に

は，自分の欲しい商品を手に入れるために消費者間での値上げ競争

（すなわちオークション）により，財の価格Ｐは上昇していくのです。

そして最終的に，財の価格Ｐは，品切れがなくなる40円の水準まで

上昇していくと考えられます。財の価格Ｐが40円になると，消費者の

財の購入量Ｄは10個であり，また生産者の財の販売量Ｓも10個である

ため，品切れは生じず，よってこれ以上は財の価格Ｐは上昇しませ

ん。

以上のように，多数の消費者と生産者が存在する完全競争市場で

３ 財の品不足と財の価格の上昇

財の品不足　➡　財の価格Pの上昇

４ 市場均衡とワルラスの安定条件

財の売れ残り　➡　財の価格Ｐの下落
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は，多数の消費者と生産者の競争を通じ，財の価格Ｐは，財の需要量

Ｄと財の供給量Ｓが等しくなる水準（図の点Ｅ）に調整され，財の価

格Ｐ＝40円で10個の財が取引されることになるのです。

このような，価格の調整をワルラスの価格調整とよびます。
そして，図のように需要Ｄと供給Ｓが等しくなる水準（点Ｅ）に，

財の価格Ｐが調整されることを，市場均衡点Ｅはワルラスの意味で安
定＊1であるといいます。

ここで，市場均衡点Ｅがワルラスの意味で安定になるためには，以

下の 2つの条件が成立する必要があります。

なお，財の需要量Ｄより財の供給量Ｓが大きくて，財の売れ残りが

生じることを，超過供給（Ｄ＜Ｓ）といいます。また，財の供給量Ｓ
より財の需要量Ｄが大きくて，財の品不足が生じることを，超過需要
（Ｓ＜Ｄ）といいます。

最後に，ワルラスの意味で市場均衡が不安定になる場合を説明しま

す。

ワルラスの意味で市場均衡が不安定とは，財の価格Ｐが財の需要

量Ｄと財の供給量Ｓが等しくなる水準（需要曲線Ｄと供給曲線Ｓの交

点Ｅ）に調整されない場合をいいます。

たとえば，次の図では財の価格Ｐが市場均衡水準より高い場合

（Ｐ1）には，財の品不足（Ｓ1＜Ｄ1）が生じているため，さらに，財の

価格Ｐが上昇してしまいます。また，財の価格Ｐが市場均衡水準より

低い場合（Ｐ2）には財の売れ残り（Ｄ2＜Ｓ2）が生じているため，さ

らに，財の価格Ｐが下落してしまいます。＊3

よってこの場合，財の価格Ｐは，財の需要Ｄと財の供給Ｓが等しく

なる水準（需要曲線Ｄと供給曲線Ｓの交点Ｅ）に，調整されないこと

になります。

▲ ＊1
価格で調整されて安
定する場合＝ワルラス
の安定条件，と覚えま
しょう。

ワルラスの安定条件＊2

①�　財の価格Ｐが市場均衡水準の価格より高い場合には，
財の売れ残り（超過供給Ｄ＜Ｓ）が生じることにより，財
の価格Pが下落すること。
②�　財の価格Pが市場均衡水準の価格より低い場合には，財
の品不足（超過需要Ｓ＜Ｄ）が生じることにより，財の価
格Pが上昇すること。

▲ ＊2
ワルラスの安定条件
は，供給曲線の傾きの
逆数が，需要曲線の傾
きの逆数より大きいこ
と，ともいいます。

▲ ＊3
この図では右上がりの
需要曲線が描かれてい
ます。これは，価格が
上昇すると需要が増加
する財であり，ギッフ
ェン財とよばれます。
ギッフェン財について
はあとで説明します。
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この場合，市場均衡点Ｅは，ワルラスの意味で不安定であるといい
ます。

Ｄ2

Ｄ1

Ｓ2

Ｓ1

Ｅ

Ｓ
Ｄ

Ｐ2

Ｐ1

Ｐ

O Ｑ

Ｐ
〈ワルラスの意味で不安定〉

次の空欄に適切な語句を入れ文章を完成させなさい
1 　完全競争市場では，多数の消費者と生産者による競争を通じて，財の価格は需要＝

供給の水準に調整されるが，このような価格による調整を Ａ とよぶ。

2　財の価格が市場均衡水準に比べて高すぎて Ｂ が生じている場合，または低すぎ

て Ｃ が生じている場合，価格調整が行われ均衡に向かう。これを「市場均衡点は
Ｄ の意味で Ｅ 」という。

Ａ…ワルラスの価格調整，Ｂ…超過供給，Ｃ…超過需要，Ｄ…ワルラス，Ｅ…安定
本試験では図から，ワルラスの安定性を問うパターンが頻出なので，図で市場均衡が安

定か不安定か判断できるようにしましょう。

公式
ワルラスの安定条件
①�　財価格が高すぎる場合，超過供給（Ｄ＜Ｓ）が生じて価
格が低下すること。
②�　財価格が低すぎる場合，超過需要（Ｓ＜Ｄ）が生じて価
格が上昇すること。
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完全競争市場では，財の生産数量Ｑの調整により，消費者の財の

需要量Ｄと生産者の財の供給量Ｓが一致するところ，すなわち，図の

需要曲線Ｄと供給曲線Ｓの交点Ｅで，財の取引が安定的に行われる仕

組みが存在します。これを市場の数量調整メカニズムといいます。

〈マーシャルの安定性〉

Ｄ

Ｅ

Ｓ

O

Ｐｓ＝60円

Ｐｄ＝20円

Ｐｄ＝60円

20円

5 個 10個 15個

40円

60円

Ｑ

Ｐ

Ps＝20円Ｐｓ＝20円

まず，生産者（企業）は財を生産する場合，その財の需要量を事

前に予測し，この需要予測に基づいて財の生産数量を決定します。

たとえば，この図表ではある企業が需要の予測に従い財を15個だけ

生産したとします。そして生産者の行動は，供給曲線Ｓで表されるの

で，企業はこの15個の財を供給曲線Ｓ上の価格（定価）60円で販売

したいと考えます。

この供給曲線Ｓ上で決定する企業の希望価格（定価）を供給価格
といい，記号ＰＳで示します。

一方，消費者の行動は需要曲線Ｄで表されるので，この財15個全

部を消費者が購入するには需要曲線Ｄ上で価格は20円でなければな

りません。

1 市場取引と数量調整（マーシャルの安定性）

2 供給価格と需要価格

２ 市場の安定性（２）
A
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ここで，企業はすでに15個生産しているので，最終的には，この15

個全部を販売する必要があります。よって，企業は結局は定価（供給

価格60円）より安くてもすべて売れる値段20円で売らざるをえませ

ん。

このように，実際の財の販売価格は，定価（供給曲線上の供給価

格ＰＳ）ではなく，売れる値段である需要曲線Ｄ上で決まることにな

ります。

この需要曲線Ｄ上で決定する財の販売価格（実際の価格）を需要
価格といい，記号Ｐｄで示します。

以上のように，企業は財を多く生産しすぎると，定価（供給価格

ＰＳ）より低い価格（需要価格Ｐｄ）で販売しなければならなくなりま

す。よって，企業はこれでは儲からないと判断し，財の生産数量を減

少させることになります。

そして，財の生産数量が需要曲線Ｄと供給曲線Ｓの交点Ｅに対応す

る10個まで減少すると，ここでは企業の希望価格（定価）である供給

曲線Ｓ上の供給価格ＰＳは40円であり，一方消費者が実際に購入して

くれる販売価格（実際の価格）である需要曲線Ｄ上の需要価格Ｐｄも

40円となります。

よって，企業は希望価格で実際に販売できるので，これ以上財の生

産数量を減少させません。

供給曲線Ｓ上の価格ＰＳ（供給価格）＝企業の希望価格（定価）
需要曲線Ｄ上の価格Ｐｄ（需要価格）＝�消費者が購入する実際

の販売価格

３ 財の価格と財の生産数量

供給曲線Ｓ上の価格ＰＳ＞需要曲線Ｄ上の価格Ｐｄ

　　　　　　　　　　　�➡　財の生産数量の減少
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つぎにたとえば，前出の図表において企業が需要予測に従い財を5

個だけ生産したとします。このとき企業はこの 5個の財を，供給曲線

Ｓ上で価格ＰＳ＝20円で販売しようとします。

一方，消費者は需要曲線Ｄ上で価格Ｐｄ＝60円でこの財５個全部を

購入しようとします。

このように，企業は財を少ししか生産しない場合には，定価（供給

価格ＰＳ）より高い価格（需要価格Ｐｄ）で販売できることになりま

す。よって，企業はこの場合は儲かると判断し，財の生産数量を増加

させることになります。

そして，財の生産数量が需要曲線Ｄと供給曲線Ｓの交点Ｅに対応す

る10個まで増加すると，ここでは，企業の希望価格（定価）である供

給曲線Ｓ上の供給価格ＰＳは40円であり，一方，消費者が実際に購入

してくれる販売価格（実際の価格）である需要曲線Ｄ上の需要価格

Ｐｄも40円となります。

よって，企業は希望価格で実際に販売できるので，これ以上財の生

産数量を増加させません。

以上のように，完全競争市場では企業の生産数量の調整を通じ，

財の取引数量Ｑは財の需要量Ｄと財の供給量Ｓが等しくなる水準（点

Ｅ）に調整され，財の価格Ｐ＝40円で財がＱ＝10個だけ取引されるこ

とになるのです。

このような数量の調整をマーシャルの数量調整とよびます。
そして，図のように需要Ｄと供給Ｓが等しくなる水準（図の点Ｅ）

に財の取引数量Ｑが調整されることを，市場均衡点Ｅはマーシャルの
意味で安定であるといいます。
上述の例において，市場均衡点Ｅがマーシャルの意味で安定になる

ためには以下の 2つの条件が成立する必要があります。

供給曲線Ｓ上の価格ＰＳ＜需要曲線Ｄ上の価格Ｐｄ

　　　　　　　　　　　�➡　財の生産数量の増加

４ 市場均衡とマーシャルの安定条件＊1 ▲＊1
この部分は，前節1で
述べたワルラスの安定
条件とセットで試験に
問われるので，公式に
掲げた表をしっかり覚
えてください。
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なお，供給曲線Ｓ上の価格ＰＳが需要曲線Ｄ上の価格Ｐｄより高いこ

とを，超過供給価格（ＰＳ＞Ｐｄ）といいます。また，需要曲線Ｄ上の
価格Ｐｄが供給曲線Ｓ上の価格ＰＳより高いことを，超過需要価格

（Ｐｄ＞ＰＳ）といいます。

最後に，マーシャルの意味で市場均衡が不安定になる場合を説明し

ます。

マーシャルの意味で市場均衡が不安定とは，財の数量Ｑが財の需要

量Ｄと財の供給量Ｓが等しくなる水準（需要曲線Ｄと供給曲線Ｓの交

点Ｅ）に調整されない場合をいいます。

たとえば，次の図では財の数量Ｑが市場均衡水準より多い場合

（Ｑ1）には，超過需要価格（Ｐｄ＞ＰＳ）が生じるため，さらに財の数

量Ｑが増加してしまいます。また，財の数量Ｑが市場均衡水準より少

ない場合（Ｑ2）には超過供給価格（ＰＳ＞Ｐｄ）が生じるため，さらに

財の数量Ｑが減少してしまいます。よって，財の数量Ｑは財の需要Ｄ

と財の供給Ｓが等しくなる水準（需要曲線Ｄと供給曲線Ｓの交点Ｅ）

に調整されないことになります。これを市場均衡点Ｅは，マーシャル
の意味で不安定であるといいます。

マーシャルの安定条件＊2

①�　財の生産数量Ｑが市場均衡水準の数量より多い場合に
は，供給曲線Ｓ上の価格ＰＳ（定価）が，需要曲線Ｄ上の
価格Ｐｄ（販売価格）より高くなり，安く買いたたかれる
ことで企業が財の生産数量を減少させること。
　➡　超過供給価格（Ｐｄ＜ＰＳ）が生じること
②�　財の生産数量Ｑが市場均衡水準の数量より少ない場合
には，需要曲線Ｄ上の価格Ｐｄ（販売価格）が，供給曲線
Ｓ上の価格ＰＳ（定価）より高くなり，高く売れることで
企業が財の生産数量を増加させること。
　➡　超過需要価格（ＰＳ＜Ｐｄ）が生じること

▲ ＊2
マーシャルの安定条件
は，供給曲線の傾きが
需要曲線の傾きより大
きいこと，ともいいま
す。

 公務員試験 テキスト ゼロからはじめる！クイックマスター ミクロ経済学



22

第 1 編　ミクロ経済学の基礎

第
2
章

市
場
均
衡
の
安
定
性

MEMO

ＰＳ

Ｅ

Ｄ

Ｓ

ＰＳ

Ｐｄ

Ｐｄ

Ｑ2 Ｑ1Ｑ＊ Ｑ

Ｐ

O

〈マーシャルの意味で不安定〉

次の空欄に適切な語句を入れなさい。
1 　市場の調整メカニズムには，財の価格による調整と財の数量による調整がある。この

うち前者を Ａ の価格調整，後者を Ｂ の数量調整という。

2　財の数量が多すぎて Ｃ が生じている場合，または少なすぎて Ｄ が生じている

場合，このときの市場均衡水準は Ｅ の意味で安定という。

Ａ…ワルラス，Ｂ…マーシャル，Ｃ…超過供給価格，Ｄ…超過需要価格，Ｅ…マーシャル
ワルラスおよびマーシャルの安定条件はセットで理解しておきましょう。

公式　　　・価格による調整　➡　ワルラスの調整過程
　　　・数量による調整　➡　マーシャルの調整過程

ワルラスの安定条件 マーシャルの安定条件
①　財価格Ｐが高すぎるとき
　�➡　売れ残り（超過供給）が
生じること
②　財価格Pが低すぎるとき
　�➡　品不足（超過需要）が生
じること

①　財数量Ｑが多すぎるとき
　�➡　超過供給価格が生じる
こと
②�　財数量Ｑが少なすぎると
き
　�➡　超過需要価格が生じる
こと
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３ 市場の安定性（３）

生産者（企業）の行動は右上がりの供給曲線Ｓで表されます。＊1よ

って，企業は財の価格が高くなると財の生産量を増加させ，財の価格

が低くなると財の生産量を減少させるはずです。

しかし，企業が財を生産するには時間がかかります。たとえば，養

豚・豚肉業では，豚肉の生産量を増加させるには，子豚を1年かけて

親豚に育てる必要があります。よって，生産量の調整には 1年かかる

と考えられます。

つまり，今年豚肉の価格が上昇したとすると，実際に豚肉の生産量

が増加するのは 1年後となります。同様に，いまの豚肉の生産量は 1

年前の価格水準で決定されたものと考えられます。

このように，企業が財を生産するのに時間がかかるような市場では

過去の価格水準に従い企業の生産量が決定されることになります。＊2

このような市場ではクモの巣調整＊3とよばれる数量調整が行われるこ

とになります（マーシャルの数量調整の特殊ケース）。

1 供給の調整速度

▲ ＊1
反対に，消費者の行動
は，右下がりの需要曲
線で表されます。これ
は，財の価格が下落す
ると，需 要 量（ 消 費
量）が増加することを
意味しています。

▲ ＊2
ワルラス，マーシャル
の調整過程では，調整
は比較的早期に行われ
ることが前提ですが，
クモの巣調整過程では
調整がスローであるこ
とが前提であり，最大
の特徴でもあります。
覚えておいてください。

Ｑ：クモの巣調整は実
際にどのような市場で
みられるのですか？
Ａ：クモの巣調整は，
財価格の変化に対する
供給量の反応が遅い市
場における調整で，農
産物市場においてみら
れることがあります。

▲ ＊3
財価格の変化に対する
供給量の反応が遅く，
1 期前の価格水準に従
って今期の供給量が決
まる市場における数量
調整のことです。

財を生産するのに時間がかかる場合
1年前の豚肉の価格上昇（低下）
　　　　　　　　　➡　今年の豚肉の生産量が増加（減少）

A
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図は，たとえば豚肉市場の需要曲線Ｄと供給曲線Ｓであるとしま

す。

〈クモの巣安定性〉

a b

c

Ｄ

傾き－ 2

傾き＋ 5

Ｓ

d

e f

g

Ｑ0

Ｐ1
Ｐ3

Ｐ2

Ｐ0

Ｐ

Ｑ2 Ｑ3Ｑ1 ＱO

Ｅ

まず，今年（0期）の企業の生産量がＱ0であるとします。企業はこ

のＱ0をすべて販売する必要があるために，需要曲線上の点ａに従い，

今年の価格はＰ0（需要価格）となります。

この今年の価格Ｐ0（需要価格）は企業の希望価格（供給価格）よ

り高いため，企業は生産数量を増加させることになります（マーシャ

ルの数量調整）。それでは企業はどのくらい生産量を増加させようと

するでしょうか。

今年の豚肉の価格がＰ0なので，企業は供給曲線Ｓ上の点ｂに従い，

生産量をＱ1まで増加させると考えられます。そして，豚肉の生産に1

年間かかるとすれば，1年後（ 1期）の豚肉の生産量がＱ1となりま

す。

しかし，企業はこのＱ1をすべて販売する必要があるために，需要

曲線上の点ｃに従い，1年後（ 1期）の価格はＰ1（需要価格）とな

ります。この1年後（ 1期）の価格Ｐ1（需要価格）は，企業の希望

価格（供給価格）より低いため，企業は今度は生産数量を減少させる

ことになります。このときの豚肉の価格がＰ1であることから，企業は

供給曲線Ｓ上の点ｄに従い，2年後（ 2期）の生産量をＱ2まで減少

させることとなります。しかし，生産量がＱ2まで減少することによ

り，2年後（ 2期）の価格は需要曲線Ｄ上の点ｅに従いＰ2（需要価

格）にまで上昇します。よって，3年後（ 3期）の生産量は供給曲

2 クモの巣調整（数量調整）
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線Ｓ上の点ｆに従いＱ3に，3年後（ 3期）の価格は，需要曲線Ｄ上

の点ｇに従いＰ3となります。

以上のような，企業の生産数量の調整により，生産量が増減を繰り

返しながら，最終的には市場均衡点Ｅ（需要曲線Ｄと供給曲線Ｓの交

点）の生産数量に近づいていきます。このような生産数量の調整を，

図の形からクモの巣調整とよびます。そして，生産数量が市場均衡点

Ｅに近づくことを，クモの巣調整が安定しているといいます。

クモの巣調整が安定になるためには，どのような条件が必要でしょ

うか。

結論からいえば，クモの巣調整の安定条件は，供給曲線Ｓの傾き
が，需要曲線Ｄの傾きより急である＊4こと，です。

ここで絶対値とは，プラス（＋），マイナス（−）の符号を除くとい

うことです。たとえば，供給曲線Ｓの傾きが＋5であり，需要曲線Ｄ

の傾きが−2であるならば，供給曲線Ｓの傾きの絶対値は 5，需要曲

線Ｄの傾きの絶対値は 2であり，この場合にはクモの巣調整が安定と

なります。

最後に，クモの巣調整が不安定になる場合を説明します。

図のように，供給曲線Ｓの傾きが需要曲線Ｄの傾きより緩やかであ

る場合には，クモの巣調整が不安定になります。

クモの巣調整
0期の生産量Ｑ0 ➡ 0期の価格Ｐ0（点ａ） ➡ 1期の生産量
Ｑ1（点ｂ） ➡ 1期の価格Ｐ1（点ｃ） ➡ 2期の生産量Ｑ2

（点ｄ） ➡ 2期の価格Ｐ2（点ｅ） ➡ 3期の生産量Ｑ3（点ｆ）

３ クモの巣調整の安定条件

▲ ＊4
なぜＳの傾きがＤの傾
きより急だと安定し，
そうでないと不安定に
なるのか，図を見比べ
て違いを把握してくだ
さい。

クモの巣調整の安定条件
　供給曲線Ｓの傾きの絶対値＞需要曲線Ｄの傾きの絶対値

 公務員試験 テキスト ゼロからはじめる！クイックマスター ミクロ経済学
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a b

cd

e f
Ｓ

Ｄ

傾き＋ 3

傾き－ 4

Ｑ2

Ｐ0
Ｐ2

Ｐ1

Ｑ0Ｑ1 Ｑ3 Ｑ

Ｐ
〈クモの巣調整の安定性〉

まず，今年（0期）の生産量をＱ0とすれば，すでに説明したクモの

巣調整に従い，0期の生産量Ｑ0➡0期の価格Ｐ0（点ａ）➡ 1期の生産

量Ｑ1（点ｂ）➡ 1期の価格Ｐ1（点ｃ）➡ 2期の生産量Ｑ2（点ｄ）➡

2期の価格Ｐ2（点ｅ）➡ 3期の生産量Ｑ3（点ｆ）と，生産量が増減

しながら，生産数量が市場均衡点Ｅからだんだんと離れていってしま

います。このような場合をクモの巣調整が不安定といいます。

次の空欄に適切な語句を入れて，文章を完成させなさい。
豚肉市場のように，価格の変化に対して，生産に時間がかかることから，供給の反応が

遅い市場では過去の価格水準に従い生産量が調整されるが，このような調整を Ａ とい
う。

Ａ により，生産量が増減を繰り返しながら最終的に市場均衡点に近づいていくこと

を Ｂ といい，反対に生産量が市場均衡点から離れていくことを Ｃ という。
Ａ が安定になるための条件は， Ｄ の傾きの絶対値が Ｅ の傾きの絶対値より

大きいことである。

公式
クモの巣調整の安定条件
供給曲線Ｓの傾きの絶対値＞需要曲線Ｄの傾きの絶対値

 公務員試験 テキスト ゼロからはじめる！クイックマスター ミクロ経済学



28

第 1 編　ミクロ経済学の基礎

第
2
章

市
場
均
衡
の
安
定
性

Ａ…クモの巣調整，Ｂ…クモの巣調整が安定，Ｃ…クモの巣調整が不安定，
Ｄ…供給曲線，Ｅ…需要曲線
クモの巣調整とは，価格の変化に対する数量調整の動きがクモの巣に似ていることか

ら，この呼び名がついたのです。

 公務員試験 テキスト ゼロからはじめる！クイックマスター ミクロ経済学
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